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1. 夏みかんの苦味成分ナリンギンを利用する一環と

してフラボノイド色素の一種イソサリパポシッドの合成

を試みた。

2.　夏みかんからナリンギンを抽出し,    5% 硫酸で加

水分解してアグリコンを作り，無水酢酸と少滴のピリジ

ンでナリングユン7,    4'-ジ アセテートをえた。

ついでa －アセトブロムグルコースを 作用させ，えら
れた長針晶物質を25% アル カリで開環させることにより

イソサリパポシッドの合成を試みた。

3. えられた黄色長針状化合物はイソサリパポシッド

と性質がかなり異るので，イソサリパポシッドのα異性

体であると思われる。

ナリングユン7,     4'ージアセテート にキノリン溶媒中

酸化銀を縮合剤として,    a－アセトブロムグルコース を

縮合させれば，当然従来の反応例からいうと β一型 が え

られるはずであるが,     α一型と推定される化合物がえら
れたことは特殊な例として興味深いと考えられる。


